
話し方はゆっくり。だが、実は、体育会系。
そんなギャップが売り。

平和主義。



まず・・・
卒隊の3年目が終わります。
が、まだ卒業しません。

4年目もよろしくお願いします！
と先にお伝えします。

コロナ禍により、
十分な活動ができなかった隊員に対する
最長2年延長できる任期特例が創設され、
希望しました。



①私の考える関係人口（つながり人口）と

大切にしてきたこと

②令和4年度の活動内容

③令和5年度に向けて



①私の考える関係人口

“あの地域に行けば、あの人がいる”

“この地域にあの人がいる”と思えること。

会いに行ける、連絡が取れる、SNSで様子を知る

ことができる、などなど細く永く続いていくもの。



まずは、出会うことが必要。

でも、実際に現地で出会うことが難しかった。

町の中のつながりづくりに切り替える

コロナ禍

1年目



町の中のつながりづくりをする先に・・・

町での暮らしを

面白くする

◎町の発展・豊かさある町

◎外へ伝わることで、関係人口増

◎将来的に若者たちのUターン増

面白い動きが

生まれやすくなる

町の人が自分たち
の暮らしを楽しむ

・新たな文化・話題の提供 ・地域資源を発掘、
情報発信など

・人・コトをつなぐ



ここを軸に企画・活動をつくる

・町でできない部分、取り組めな
い部分

・手が足りない部分

・他のみなさんと被らない部分

・若者（20代半ば）で、Uターンし
てきた女性の声。

・障がい者手帳をお持ちの男性
の声。

町の足りないと感じる部分 1人の声を大切に



1人の若者（20代半ば）で、Uターンしてきた女性の声をもとに…

居づらさ

• 「ここにいていいんだ」という心の居場所づくり

•＝仲間がいること、安心できる・信頼できる大人がいること

安心感

•安心感を持って暮らすことは、充実した暮らしにつながる。

挑戦できる
環境

•何かはじめる勇気が持てるようになる。



町の発展へ

•わくわくして、魅力ある町になる。

•その経験を持った子どもたちが育つ。

Uターン増

•将来、町に戻ろうという気持ちにつながる。

•あの人がいるから戻っても安心、という気持ちにつながる。

関係人口増

•魅力ある町は、見つけてもらいやすい。

•訪ねてみたい町になる。



すぐにできることではない。

ゆっくり育っていくもの。

◎町の発展・豊かさある町

◎外へ伝わることで、関係人口増

◎将来的に若者たちのUターン増



協力隊

コミュニティづくり

関係づくり

町の手伝い

町へ

お金をおとす

課題に対する

アプローチ

協力隊として意識してきたこと



◎つながりづくり。関係人口

◎様々な企画・コーディネート、参加型の場づくり、
移住希望者さんとの交流、情報発信など

◎年明けより、拠点づくりをはじめる
（文化センター＋カフェ＋宿のようなもの）
地域の人たちと関係人口の拠点へ
様々な人が交わるところ

②令和4年度の活動内容



町の中のつながりづくり



コミュニティスペース ひとこ間

週末オープンデイ

回数： 57回 来訪者： 97人

箕輪町、近隣市町村のイベント情報発信



・本を通してつながりをつくる。

本を紹介しておしゃべりする会。

・紹介された本を記録。

・毎月第3木曜19時～開催

実施回数： 10回

参加者： 24人

記録した本： 73冊

ツクモブックス



6月14日～8月7日 選挙へ行こうGO VOTE！

9月17日～12月19日 ふたりの表現展（ひろむくんと西駒郷）

12月20日～1月16日 経木のランプ（上伊那農業高校）

ひとこ間ショ－ウィンドウ



○おはなし会をコーディネート

ゲスト： 小林宏夢くん、お母さま

小川さん（西駒郷、美術スタッフ）

参加者： 5人

ショーウィンドウに合わせたイベント企画①

◇表現が生まれるときのおはなし
11月27日（日）



◇経木を使ってクリスマスオーナメントを作ろう！
12月24日（土）

○ワークショップをコーディネート

主催： 上伊那農業高校里山コース

生徒さん6人、先生2人

後援： やまとわ スタッフ3人

参加者： 21人

ショーウィンドウに合わせたイベント企画②



地域おこし協力隊の相澤さんと企画。

・おしゃべりしながら、楽しい時間を過ごす。

・そこから、何か生まれるものがあることを

期待。

・実際、ここから新しい趣味のコミュニティが誕生

実施回数： 4回 参加者： 36人

トークテーマ ：みんなの未来のことを話そう など

みーみーミーティング



町の外とのつながりづくり



みのわ移住きょうしつ

移住定住推進係と企画

・移住や箕輪町に興味のある人に向けて、

毎月テーマを決めて、ゲストさんのお話を聞く。

・ぶらり散歩のコーナーで

箕輪町を紹介する部分担当

・令和3年度秋より毎月開催

実施回数： 11回

参加者： 221人



1月 移住×婚活イベント 「Nagano Local Match」 9人

2月 県×箕輪町・池田町農ある暮らしセミナー 14人

3月 長野が気になる 女性のための座談会 13人

移住セミナー in東京



箕輪町の紹介・物販 in名古屋

・箕輪町の紹介

・農産物など販売

りんご、りんごチップス、

いちご、ふきのとう、

ハーブティ、ハーブソルト、

ピクルス

購入者 ：13人



みのわからの便り作成

・箕輪町観光協会のふるさと便へ同封

・箕輪町の情報、ふるさと納税、

協力隊などの内容

・令和2年度から毎年１回

（令和4年度で3回め）

部数 ：約100部



地域おこし協力隊の小島さんと立ち上げ、地域と地元をつなぐ通販サイト

コラム、商品説明を担当

12人の職人さんのコラム作成（＋それぞれ4，5個の商品説明）

じもともともに



・地域おこし協力隊の相澤さんと企画

・地域体験、交流をメインにして、

少人数でゆとりを持った旅。関係人口づくり

参加者さん： 3人（1回）

観光地ではないところで観光ではない旅



障がい者福祉の情報発信・

場づくりによる共生社会の実現



・箕輪町生まれのJINRIKIについて知ってもらう機会

・福祉に楽しみながら触れる機会

7月 伊那まちファミリーフェスタ

8月 大芝高原

10月 ふれあい広場

（箕輪町社会福祉協議会）

JINRIKI体験会



もみじ湖でJINRIKI体験

・もみじ湖でJINRIKIを使って車いすの方が

楽しめるかどうか試行

・車いすの方の観光・関係人口の可能性を探る



そのほか・・・

地域内外のつながりづくり

地域課題へアプローチ

町内の団体との交流、関係づくり など



・地域の人、地域外の人、車いすの人など

様々な人が交わる空間を目指す

・2月から拠点整備をはじめる

・ワークショップ形式でつながりづくりの機会にも

・令和5年の夏スタートを目指す

実施回数 ：4回

参加者 ：39人

八乙女の拠点整備



・竹林との共生を考えるワークショップ

・竹林整備、竹炭づくりなど

実施回数： 2回

参加者： 8人

ファームレスキュー



・木ノ下駅前の中高生の居場所づくりの

ミーティングに参加、イベント手伝い

・できるところでお手伝い

UTプロジェクト 若者プロジェクト

・若者プロジェクトのなかで一緒に活動

・みのわ祭り内でみのわクエストを開催

・SDGsカードゲームの体験など



もみじ湖ボランティアガイドもみじ湖フェスティバル

・お客さんのおもてなし、箕輪町の
PR、関係人口へ
・他のガイドさんとの交流、知識の
共有
参加回数 ：10回

・東箕輪の有志のみなさんでつくる
イベントのスタッフ
・出店者担当、足りないところの
スタッフ



地域おこし協力隊通信

・企画・調整して、広報・交流推進係へ

・町の人に協力隊について知ってもらう機会、

つながる機会

実施回数 ：7回（7月号～1月号まで）

月イチ報告会

・協力隊で集まって、活動について

情報共有、相談など話し合う時間。

・企画、日程調整など



地域の人たち、

地域の人と外の人が

つながる場になる家

地域を

体験できる機会

多様性ある

社会への

きっかけ

福祉雑貨の販売
JINRIKI体験会など
福祉環境の底上げ

サイクリングツアー
自然体験、農業体験
ものづくり体験など

ユニバーサルデザイン
シェアキッチン
ゲストルーム

③令和5年度に向けて



・令和5年5月26日、27日実施予定

・車いすの方の観光・関係人口の可能性を探る

・障がい者福祉の情報発信・多様性ある社会づくり

観光地ではないところで観光ではない旅
車いす版



八乙女の拠点整備

・令和5年4月30日（日）、5月5日（金・祝）実施予定

・地域の人、地域外の人、車いすの人など

様々な人が交わる空間を目指す

・ワークショップ形式でつながりづくりの

機会にも

・令和5年の夏スタートを目指す



信
濃
毎
日
新
聞
さ
ん

長野日報さん

みのわ新聞さん

各メディアへの掲載



目
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ありがとうございました。

令和5年度もよろしくお願いします。


